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議事概要 

会議の名称 令和３年度第１回三田市総合教育会議 

開催の日時 令和３年４月９日（金）14時00分～15時30分 

開催の場所 三田市役所南分館６Ｆ 601会議室 

出席した委員

の氏名 

森哲男市長、鹿嶽昌功教育長、吉田礼子教育委員、三木尚美教育委員、 

中上之仁教育委員、大野裕己教育委員 

出席した職員

の職及び氏名 

〈事務局〉 

岸本子ども・未来部長、西垣戸子育て応援室長、松本幼児教育振興課長、 

久後幼児教育振興課参事、増田幼児教育振興課係長、横溝子ども未来室長、 

杉山すくすく子育て課長、田中すくすく子育て課係長、松下学校教育部長、 

外岡学校教育部次長、浅野教育総務課長、上野教育総務課担当課長 

松田教育総務課指導主事、山本学校教育課長 

傍聴人の人数 ５名 

議題 （１）協議事項 

①三田市立幼稚園の再編について 

（ア）少子高齢化が進む農村地域での子育て環境のあり方について 

（イ）当面の進め方について 

（２）報告事項 

①三田市立学校再編計画等の取組状況（経過）について 

（ア）上野台・八景中学校再編地域協議会の状況 

    上野台・八景中学校再編地域協議会中間まとめ 

（イ）藍・長坂中学校区の状況 

②三田市立学校再編計画等の今後の進め方について 

会議の概要 審議事項について、委員会の意見あり（議事概要参照） 

公開・非公開の

区分 

公開 

使用した資料 【資料１】三田市立幼稚園再編計画（案）説明会概要 

【資料２】令和２年度三田市立幼稚園区内就学前施設在籍状況 

【資料３】三田市立幼稚園園児数推移 

【資料４】現行の再編（案）に係る年次計画表 

【資料５】三田市立学校再編計画等の取組状況（経過）について 
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【資料５－２】上野台・八景中学校再編地域協議会中間まとめ 

【資料６】三田市立学校再編計画等の今後の進め方について 

連絡先 子ども・未来部 子ども未来室 すくすく子育て課   電話（079）559－5079 
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会議経過 

１．開会 

 【横溝室長の司会により開会、配付資料の確認等】 

 【傍聴者５名】 

 【議事進行を森市長に交代】 

 【市長挨拶】 

 

 

横溝室長：ただいまから令和３年度第１回三田市総合教育会議を開会させていただきます。皆様

におかれましては、お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。

私、本日の司会を務めさせていただきます、子ども・未来部子ども未来室の横溝でござ

います。よろしくお願いいたします。 

本日の総合教育会議につきましては、森市長並びに鹿嶽教育長及び４名の教育委員の皆

様全員に御出席いただいておりますことをここで報告をさせていただきます。加えまし

て、本日の会議には事務局といたしまして、子ども・未来部及び教育委員会の事務局の

職員が出席をしております。どうぞよろしくお願いいたします。また、傍聴の方が５人

いらっしゃっているということを御報告いたします。 

それでは、ここで三田市総合教育会議の運営等に関する規定第４条第５項に基づき、会

議の進行を森市長にお願いをいたします。市長、よろしくお願いいたします。 

 

森市長：皆さん、こんにちは。今日は貴重な時間、御出席いただきましてどうもありがとうござ

います。昨日は、市内の小学校20校で入学式が、このコロナ禍の中で昨年もそうだった

のですが、無事に挙行されたということを関係者の方に感謝を申し上げたいと思います。

また保護者の方をはじめ、御家族の方も大変お喜びではないかと思います。コロナにつ

きましては、この数日、三田市でも数が増えてきているというような状況が続いており、

いわゆる第４波というようなことが非常に危惧される状況であります。近く三田市でも

始めさせていただきますが、ワクチン接種などを踏まえてこのコロナ禍の収束を一日も

早く、そして何よりも来年の入学式はより多くの方々に子どもたちの未来を祝っていた

だきたいな、そういう気持ちでありますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

総合教育会議は法律に基づきまして各自治体で設置するものでありますが、いわゆる地

域の民意あるいはまちづくりの観点を踏まえまして、教育行政をどう推進していくかと

いうことで、市長と教育委員会で対等な立場の中で協議、調整をさせていく場でありま

す。本日は、１つは幼稚園の再編の問題に絡みまして、人口減少が進んでおります農村

地域の子育てのあり方を１つ大きな議題とさせていただきます。また、中学校の再編の

いろんな地域の方々の協議の場の状況などを踏まえて御報告いただいた後、今後の進め

方を御議論いただきたいと思っています。最後になりますが、人口減少の中で非常に厳
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しい教育環境でありますが、どうか未来を見据えて子どもたちのためにいい教育環境を

整えるというようなことを、ぜひ総合教育会議の場でしっかりと議論をしていただけれ

ばと思いますので、どうか本日はよろしくお願いいたします。 

それでは早速、議事に移らせていただきたいと思います。まず協議事項につきましては、

①「三田市立幼稚の再編について」（ア）「少子高齢化が進む農村地域での子育て環境の

あり方」につきまして、まずは事務局から説明をお願いしたいと思います。 

 

２．議題 

 

(１)協議事項 

 ①三田市立幼稚園の再編について 

 （ア）少子高齢化が進む農村地域での子育て環境のあり方について 

 

〈西垣戸室長から説明〉 

 

森市長：事務局から関係資料１を中心に、ポイントとしては３つ説明がありました。１つは、幼

稚園だけではなくて就学前のいろんな施設に通園している子どもたちのことも踏まえて、

小学校と幼稚園との学びの連続性というものをどのように考えていくのかということ。

２番目は、地域と幼稚園の関わり方をどのように考えていくかということ。そして３番

目が、集団教育をしていく中でもきめ細やかな支援、特に支援が必要な子どもにとって

の集団教育のあり方。それ以外も含めて、幼稚園の再編、特に農村地域での子育て環境

のあり方についてそれぞれ意見をいただければ、あるいは事務局の説明につきましての

質問も結構ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

吉田教育委員：学びの連続性については、小１プロブレムの解消ということで二、三十年も前か

らずっと課題になっていて、当時は小学校１年生が机の上を飛び回っていたり、走り回

っているような様子がテレビで放映されたりして社会問題みたいになって、小学校も幼

稚園も神経を使って配慮をしていくようになりました。社会科と理科を統合して生活科

にして、幼稚園からの発展が生かされるような教育課程を組んでいこうということにな

り、幼・小の連携プログラムというのをつくりまして、連携がスムーズにいくように配

慮もされています。その頃よりも、最近は非常に小学校１年生も落ち着いて生活ができ、

学校生活がスムーズにできるようになってきていると思います。今回は、農村部での特

徴的な教育についての論議が必要かと思うのですけれども、農村部はニュータウンより

ももっと豊かな幼児教育ができるのではないかと思います。というのは、水や土や木な

ど実物を使って遊ぶことで原体験ができていくんですよね。原体験が豊かな子ほど後延

びすると言われていますし、幼稚園だけではなく家庭環境の中で、あるいは地域の中で
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お祭りに参加したり、あるいは田植えにつき合ったり田んぼへ入ったりとか、いろんな

体験を踏むことで後延びする子が育っていけると思います。今、社会が弱体化してきた

と言われますが、親も育っていかないといけないし地域も育っていかないといけないと

きだと思います。農村部もニュータウンも幼稚園とか学校に頼るだけではなく地域の活

性化といいますか、地域で豊かに自分たちが生きていくことで子どもが豊かに育ってい

くと考えます。そして、その生き様を幼稚園や学校に示していただくことが双方の成長

にプラスになると思っています。それは、大きな校区になっても変わらないことだと思

います。そういう取り組みを学校や教育委員会から発信していったら安心していただけ

るし、確かな成長が保証され、次へのステップになるのではないかと思います。 

 

久後参事：先ほどお話がありましたように、幼稚園としましても送り出す小学校の生活を見通し

どのような経験をさせておくといいか、どのような力を身につけているといいかを考え、

アプローチカリキュラムを作成し円滑な接続に向けて取り組んでいるところです。平成

29年に改訂されました学習指導要領や幼稚園の教育要領等では、学びを縦につないでい

くために異校種間での接続が重要視されています。そのためには複数の就学前施設から

小学校に入学したときに経験や身についている力にばらつきがないように、幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿を手がかりにして就学前教育・保育施設の横の連携をとりな

がら育みたい力を共有して小学校につないでいきたいと考えています。 

 

中上教育委員：今、幼稚園についてはかなり農村部では人数が減っています。その中、やはり社

会に出たら団体行動をしていかないといけないというところで、小さいときの教育とい

うのは大切なものだと思っています。その中で、幼稚園で譲り合い、助け合いをしてい

くというのは一定規模の人数がいないとできないものなので、子ども同士いろいろ考え

ることがあると思います。どうしても少ないと偏った意見になってしまうので、子ども

たちの遊び、考える力を育むというのは一定の人数がいると思います。やはり農村部で

はかなり人が減ってくるのは仕方がないので、その中でどうやって地域を活性化するか

ということについても考えていかなければならないし、また幼稚園においても小規模に

なると親の負担がどうしてもかなり増えてきます。運動会にしろ、10人までで運動会を

やるのでなくて、一定規模というのは大切だと思います。その中で、小学校との連携に

ついても幼稚園が毎月のように各地域へ遊びに出かけて、川や山でいろんな遊びを体験

することによって地域自体も活性化すると思うので、学校の見回りも含めてやっていけ

ればいいのではないかと思います。 

 

大野教育委員：今、お二方から意見があったことと共通するところがあるかと思います。地域に

は小学校と幼稚園の間の円滑な接続というところ御懸念の動きもあると思いますし、そ

こは非常に大事なところだと思うのですが、先ほど来お話に出てきています学習指導要
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領や教育要領は、子どもの資質・能力の確実な保障ということを言っていることになる

ので、その中でいくと知識、それから技能の習得はもちろん、切磋琢磨といった単に競

争的ではなく、先ほど中上委員が言われたような、一緒に考えて物事を生み出す力を育

てていく必要が出てくる。それも含めた子どもに資質・能力を保障しようということに

なってくると、原体験という部分を含めて人間関係をどうつくっていくかが大事になっ

てくるので、一つの学年集団をそれなりの大きさにしていく部分が必要になってくるの

かなと思います。そうした中で、学校としても、その努力を積み重ねているところなの

で、そういった意図をしっかりと地域にアピールすることをやってほしいと思います。

あともう一つは、地域と幼稚園との交流という観点です。やはりそれぞれの地域におい

て、近くに幼稚園があって交流していくという部分がこれまであった。そこが困難にな

るのではないかという御懸念もあったと思うのですが、この部分においては縦につない

で育てるということがある。幼稚園を越えたところの例えば中学校区単位、小学校単位

で地域と学校群としっかりと連携していくというところも、創造していく観点が必要に

なると思います。例えば、そういった中学校区でしっかりと連携を取ることで幅広い大

人と子どもがつながる。幼小中連携というところもしっかりと持てていれば、大人と子

どもの関わりとともに中学生が幼稚園児と交流するということで、お互いにとっては人

間関係をつくっていくこともできる。こういう部分を開発することも大事なんじゃない

かと思っています。あともう一つ、そこで大事になってくるのは、先ほど市長もおっし

ゃったように、全体として人口減となっていくので、農村部においては特に全体に少な

くなっていくということがあるとすると、少し広い範囲でそういった中学校区単位での

学校と一緒に地域も育つ、子どもも育つということをすることで、持続ということもで

きていくのではないでしょうか。そういった持続的な枠組みでかかわりたい、皆さん無

理をされることなく学校とかかわっていく、幼稚園とかかわっていくことで、創造的に

学校、幼稚園、校園を支えるという取組も出てくるのかな。そういうところを、一つや

はり子どもに響く取組を打って、できるだけ無理なく取り組んで、効果があったよねと

いう効力感を持って先に進んでいくことも大事なのかなと思います。これは恐らく、コ

ミュニティ・スクールにつながる考えかと思います。答えが十分出ておりませんが、そ

ういった新しい枠組みも含めて考えていく必要があるのかなというのが個人的な意見で

す。 

 

山本課長：先ほど大野委員からお話があった、中学校区の、という話ですけれども、三田市の場

合は８中学校区ごとに学校園所の連携活動を推進しております。この学校園所の連携と

いいますのは、本当に公立小中幼だけではなく、私立の幼稚園も含めて中学校区ごとに

まず教員間の連携を深める中で、子どもの交流だとか学びの連続性を意識した学習活動、

教育課程の編成というあたりについても、できるだけ細かく取組を進めるようにしてお

ります。特に幼稚園の子と小学校の子たちが小学校で交流授業をしたりとか、あるいは
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中学校区によりましては幼稚園と中学校の交流ということで、中学生が幼稚園に行って

保育の学習を兼ねて交流をしたりとか、あるいは幼稚園の子が中学校に出向いてきて、

中学校探検みたいな形で活動するようなことも比較的進んでいます。ただ、このコロナ

禍でなかなかそういった子ども同士の交流が昨年度はうまく進まなかったところもあり

ましたけれども、どの中学校区もそういったことを進めたいということで、今年度以降

も計画を立てていって進めていこうとしているところです。 

 

三木教育委員：私からは３番目にあります支援が必要な幼児に対して、これまでのようなきめ細

やかな配慮は困難になるのではないかという御心配がおありということですが、一定の

規模の園児が増えて集団になることで、やはり園も支援に関しましてはきちんと考えて

くださると思います。私の考える幼児期の特別支援教育は、やはり人生を生きていく大

きな流れの中で、早い段階でその子にどんな学びができるのかなとか、どんな経験をさ

せてあげられるのかなというところを考える必要があると思っています。日々の学びの

中でその子に必要なきめ細やかな支援というのは、基本的にみんなと平等な学びになる

ように支援を意識することが必要になってきます。早い段階で支援の必要性に気づくこ

とというのはすごく大事かなと思います。先生方も、この子にどんな支援がいるのか就

学前にそれに気づくことで、小学校に上がったときに支援がスムーズに設定できるとい

うか考えていくこともできますし、その子ども自身も自分の得意、不得意というところ

を学校に上がる前に気づくことで小学校に上がったときに学習に向けてもスムーズに行

くのではないかということもあります。また、発達障害のある子どもさんは特に自分自

身で特性を知ることというのがすごく大事で、困っているよということも言えるという

のはすごい大きな力になりますし、合理的配慮が必要な場合に自分から発信するという

ことはすごく大事な力になってきます。それを、自分自身も周りの友達も早いうちから

自然な形で気づくということが大事で、様々なタイプの子どもたちと触れ合う中で、い

ろんな人の多様性に気づくということができますし、いろんな子どもたちの中でお互い

を受け入れあったり、先ほど中上委員が言われましたけれども、障害があるなしは関係

なく多様性を受け入れ合ったり許しあったりとか、一緒に成長していくことで困ってい

る人に自然に手を差し伸べたりとか、本当に自然な感じで幅の広い豊かな心を持てる人

に人間形成につながっていくんじゃないかなと思います。そのためには、やはりある程

度の集団というのは大事で多様性のある子どもたちの中で、そういうものは身について

いくものかなというふうに考えています。 

 

久後参事：先ほど委員からもお話がありましたように、現在公立幼稚園では、小規模なところも

また人数の多いところもあり、それぞれ支援が必要なお子さんの受け入れをしています。

人数が多いことで支援が行き届かないといったようなことはないと考えています。人数

が多い園であってもお子さんの必要な支援の量に応じて、必要であれば加配の先生を配
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置するなど、その子に応じた支援ができるような体制を整え、また定期的に園内委員会

を行い、一人一人のお子さんの支援の方向性や、具体的な支援の方法を職員で共有しな

がら進めているところです。先ほどもお話がありましたが、やはり幼少期から集団の中

で多様な友達に出会うということはとても大切なことだと考えています。生活をともに

する中で友達の得意とするところ、また苦手だと感じているところ、助けが必要なこと

を気づき、そういう部分を含めて互いに認め合いながら関係が築かれていく力を子ども

たちは自然と身につけているように感じます。今後も職員の専門性を高めながら個に応

じた支援ができるように、また集団の中で一人一人のよさが生かされるような、集団づ

くりに努め、子どもたちを育んでいきたいと考えています。 

 

鹿嶽教育長：１点目の地域との関係ですけれども、最初に事務局からありましたように、小学校

の敷地内に幼稚園があったりということで、以前はその幼稚園から上がってくる子ども

たちが全て小学校みたいな格好で、物理的なつながりは十分あったわけですけども、今

現在は本当に農村部であったとしてもその地域で子育てをしないといけないという話の

中で、多くのデータにもあるのですけど３分の１ぐらいが認定こども園であったりほか

の私立の幼稚園であったり保育所であったりというとこから上がってきている。必ず１

対１になっているわけでもない中で、物理的なつながりよりも「学びの連続性」という

か、つながりをどうするかということを本当に考えていかないといけない。その部分は、

委員の皆さんもおっしゃっていましたけれども、三田市の中でも幼稚園と小学校のつな

がりというあたりはできている。また、中学校区単位でもやっているということで、地

域の皆さん自身、いろんな心配はおありかと思いますけど、そういうことをもっときち

っと説明していかないといけないと思っています。また、特別な支援が必要な子どもた

ちにつきましては、三木委員もおっしゃっていましたけれども、少ない中で他者とつな

がるのか、一定の規模の中で様々な多様性の中で自分自身を見つめるのか、支援が必要

な子ども側から見るだけではなくて、ほかの子がその支援が必要な子どもに対してどの

ように接するかということも非常に大切な部分になってくると思います。そういった中

でも、育ちというものは一定考える必要があるのかなと思います。当然、少人数で対応

していただけたらきめ細かということはよく理解はできるんですけれども、やはり子ど

もは集団の中で育っていくもの、自分自身が考えて、幼児期だとしても自分自身がどう

いうふうに行動したらいいのか、友達との遊びの中で自分自身に気づくというのは非常

に大切だと思っています。そういった環境を農村部であったとしてもつくることができ

るような形で進めるのが必要ではないかなと思っています。 

 

森市長：それぞれ委員に農村地域の子育てのあり方について聞きましたが、この関係で何か意見

がありませんか。（意見なし） 

それでは今、各委員からいただいた御意見を踏まえまして、今後の具体策や地域の説明
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に十分生かしながら計画づくりを進めさせていただきたいと思います。 

 

 （イ）当面の進め方について 

 

〈西垣戸室長から説明〉 

 

三木教育委員：資料４の広野幼稚園の改築ということですけれども、新しくなるということです

か。新しい幼稚園が新たに建つということでしょうか。 

 

松本課長：これにつきましては、認定こども園化するにあたり、既存の施設の改築をするという

ことで、新たなものを建てるということではありません。 

 

三木教育委員：分かりました。私がちょっと思ったのは、新たにもし何か建てるようなことがあ

る場合、ユニバーサル的な意識をこれから持っていただきたいと思いまして、後から変

えるとなるとすごくお金もかかりますし、ユニバーサルを意識したものというのはなか

なか難しくなるのですね。その辺、何か新しい建物とかつくってくださるときに、ユニ

バーサルな社会に向けて意識をしていただきたいなと思いました。お願いします。 

 

森市長：改築ということですが、三木委員のできる限りユニバーサルな工夫をということですが

どうですか。 

 

松本課長：今、委員御指摘のありました点につきましては、今後十分に取り入れながら進めてい

きたいと考えております。 

 

森市長：そうしましたら、６月に向けて説明会ということも踏まえまして、今後できる限り丁寧

な説明を行いながら、計画案に必要があれば修正も視野に入れながらまとめていただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

(２)報告事項 

 ①三田市立学校再編計画等の取組状況について 

 （ア）上野台・八景中学校再編地域協議会の状況 

 （イ）藍・長坂中学校区の状況 

 ②三田市立学校再編計画等の今後の進め方について 

 

〈外岡次長から説明〉 
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吉田教育委員：私たちがこれまでに、小規模な中学校の子どもの問題というのを学習してきたこ

とが幾つかあると思うのです。その中で、いじめとかが起きた場合に１クラスでどうし

ようも解決しにくい問題、一緒にいるだけで神経を使ってしまうということが思春期に

はよくあることだと思います。そういった意味で、大分進んできたことをとてもうれし

く思っているのですが、それでもこれからつくるわけですから１年や２年でできるわけ

ではなくてとても大変で現実に今、長坂と上野台の子どもたちは１クラスの中で生活し

て息詰まるような思いをしている子もいるかもしれないということをちょっと心配しま

す。だから、そういった意味で今の１クラスでの教育課程のあり方とか、風通しのよい

学校経営のあり方みたいなものを研究して、実際に具体的に取り組んでいかないといけ

ないのかなと思いますし、部活の数の補完などいろんな部活が体験できるようなことも

まだまだ考えていかないといけない、その統合までの課題というのも、まだ年数が先で

すのですごく心配しています。とにかく今、少ない人数の中で感じる子どもたちの閉塞

感というものが、何とか早く取り除いてあげたいと思います。 

 

山本課長：今、委員のお話がありましたように、子どもたちの閉塞感ということですが、確かに

１クラスの子どもたちは学級が授業の部屋、休み時間、給食、掃除、朝から夕方までほ

ぼ同じ空間で過ごすことになって、より閉塞感にさいなまれるようなこともあります。

そこで一定の教室１つ、ホームルーム教室とまた別に逃げ場所ではないですけれども教

室を設けて、１クラスだけれどもクラス的には２クラス使って、休憩時間や給食の時間

を２部屋使いながら生活できるような、そんな工夫も少しずつ取り入れているようなと

ころです。また、これからも研究を進めていきたいと思います。 

 

中上教育委員：やはり、上野台・八景については、大分前に進んできているのかなと思います。

ただ、どこにするかについては、できるだけ早く決めていただきたいと思います。年数

がたつと、気持ちも多分変わってくるところもあると思います。それと同時に、藍・長

坂中学校については、もともと長坂校区だったように思います。地域の年配者は多分一

緒だと思うのですが、つつじが丘が新しくでき、もともとの経緯が分からないというと

ころもあるかもしれないですが、やはりそこは丁寧にお話をしていただきたい。また吉

田委員が言われたように、クラブでも個人競技ではなく団体競技ができるような環境を

つくっていただいたほうが、学校は勉強ばかりをするところではなく社会での学び、ま

たは人と人のつながり、また考える力、どのように毎日学校を楽しく暮らしていくかと

いうところもあるとは思うので、いろいろ事務局側で考えていただき、藍・長坂につい

ても早く進めていただきたいと思います。 

 

外岡次長：御意見ありがとうございます。実際、藍と長坂の経過については、一旦棚上げという
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ような状況になっているところでございます。その中で、それでも聞き取りに入ります

と、小規模化の課題というのは皆さん持っておられる状況であると理解をしております。

その課題を、これからどのようにして解消していくのかといったところは、実際に地域

の中で保護者なり地域の方々と幅広に選択肢であるとか、今の計画という内容にとらわ

れずにどのような方法がいいのかということを聞いて、そして、そこの段階から１つの

考えをまとめていくようなことも必要ではないかということで、その動きをできるだけ

早めにとれるように動いていきたいと考えます。地域の方々と保護者の方々と意見をま

とめていくことになりますので、若干時間は要することになりますけれども、できる限

りまとまるような意見がいただけたらと思っているところでございます。今後、取組を

進めてまいります。 

 

大野教育委員：私は、この問題と関わって2017年度と18年度、三田市の学校園のあり方の審議会

に参加させていただいたという立場もありまして、ずっと関心を寄せていました。まず

基本的に地域においては、再編、統廃合を考えるという問題は身を切られるような考え

だと思いますし、中学校区で考えてみると、先生方は相当なご努力をされているという

ことになります。先生方の人数が児童生徒数をベースとした学級数によって決められて

くるというところがあるから、その中で子どもの育ちを中心に置いたことを考えるのが

大事であろうと思います。審議会の議論の中でも、小規模化に伴って先生方の教科免許

の問題もあれば、先ほど言及のあった部活の問題も出てくる。そうした中で、現状でも

子どもが育っているわけです。そうなると、少しでも早く議論を進めていくことが大事

なのではないか。そうすると、藍・長坂でも、例えば校区単位で、現状の子どもの育ちに

ついて、学校の中での子どもの育ちについて、先生方なり学校の頑張りもあるでしょう

けれども、子どもさんたちにとってより望ましい環境とはというところ、そこから今後

のあり方・統合なりを考えていく議論を進めていただけたほうがいいのではないかとい

う思いを持っております。 

 

外岡次長：大野委員からいただいたように、それぞれの中学校区単位なりで考えを一定進められ

るようなことも含めて検討を進めてまいります。 

 

三木教育委員：私は、皆さんの言われていたことと同じ意見です。子どもの立場にまず、一番に

立つということがすごく大事なのかなと思います。こうしている間にも、先ほども言わ

れましたけれども、どんどん成長して進んでいきますので、議論が進められている間に

も卒業してしまう子どもたちもいますし、一番部活のこととかクラス替えのことは本当

に多く言われているなということで、そこの困り感とか思いは多いのだなと思います。

子どもたちの立場に立つと本当に部活とかの経験というのはとても大きなものだと思い

ますので、早く改善してほしいなという、もうちょっとスピード感がいるんじゃないか
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なと思いました。 

 

山本課長：部活動のことは、本当におっしゃるとおりだと思います。長坂中学校で言うと６部活、

上野台中学校で言うと７部活になります。せめて、今ある部活の環境は維持しながら、

部活動指導員とできるだけ人の配置も進められるところは進めながら努力はしています。

あと、合同部活動という形で人数が少ないときには、上野台は八景中学校、長坂中学校

であればけやき台中学校等と一緒のチームを組みながら、とにかく今いる子どもたちが、

せめて今ある部活動の競技種目には参加していけるような環境を整えていけるように、

これからも努力していきたいと思います。 

 

鹿嶽教育長：小中学校の関係の再編については、３年前から取り組んでいる中で、委員の皆さん

からも御意見がありましたけれども、なかなか進んでないという感が否めないのではな

いかなと、私も責任を感じているところです。上野台・八景については、一定中間まと

めということでまとまってはきましたけれども、最終的に統合するというようなことに

なったとしても、先ほども意見がありましたけれども、長い道のりがあるわけで、すぐ

に新設校ができるわけではない。その間子どもたちは入学して卒業していくという中で、

今いる子どもたちにどのような環境を与えるかを一番に考えていく必要もあると思って

います。部活の話だったり免許外の話であったり、解決できるところは今の制度の中で

解決できますけど、それ以外にも取り組めることは多々あると思いますので、そういっ

たものを事務局とともに考えていく必要があるのではないかなと。藍・長坂につきまし

ては、本当に申し訳ないと思っています。ＰＴＡの皆さんと様々な意見交換をさせてい

ただいているところですけれども、もう少し具体の部分を進めていかないと、意見を聞

くだけでは当然前に進んでこないということであるので、資料にもありますけども、早

急に一定の方向を定めていきたいと思っています。委員からも御提案がございましたけ

れども、２つの中学校区をまとめてやっていても、全く意見が違い進まないので、中学

校区ごとに検討していく必要があるのかなと思っているところです。また３点目のその

他の地域も様々ありますし、農村部も小学校についても児童数が減ってきているという

状況をどうするかということもありますし、また一方ではニュータウンや街なかについ

ても子どもたちの数が減ってきているというところ。これまで中学校のことばかりをや

っていましたけれども、もっとそれ以外の部分の学校再編についても考えていかないと

いけないかなと。小学校は小学校同士、中学校は中学校同士といった同じ校種間の統合

といったこともありますけれども、小中一貫校や別の枠組みというのも真剣に検討して

いかなければいけないと思っています。事務局にも指示していますが、他都市でも実際

にうまくいっている例、またうまくいかなかった例もありますので、十分研究しながら

選択肢の一つとして考えていくようにこれから取り組んでいかなければならないと思っ

ているところです。 
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森市長：学校の再編ということにつきまして、今の取組状況と今後の進め方でしたが、資料６に

もありますように、上野台中学校・八景中学校につきましては、それぞれの地域の理解

を得られるようにさらに取組を進めていただきたい。また藍・長坂中学校区についても、

教育長も言われましたが、従来の枠にとらわれずに幅広い意見等を進めて一定の方向を

早急に進めていただきたいと思います。また、その他の学校区につきましては小学校の

話も出ました。ニュータウンにつきましても、市としては今年度フラワータウンの再生

計画を１年かけてつくりますが、地域の方々の御意見も踏まえまちづくりの観点も進め

ていきたいと思います。また市長としてもいろいろと声を聴くのですが、小中一貫校に

ついても幅広い検討をしていただきたいと思います。委員の方々からスピード感と言わ

れましたが、これは教育委員会だけの問題ではなくて、それをサポートする私の立場の

部局も大いに御意見を伺いながらスピード感を持って、また丁寧に理解を深めていくと

いうことを一層進めていきたいと思いますので、今日いただきました意見を教育委員会

と一緒になって具体的に進めていきたいと思っているところです。 

それでは、以上で本日予定しておりました議事は全て終了いたしました。 

本日は、それぞれの委員の方から活発な御意見をいただきまして厚く感謝を申し上げた

いと思っています。初めの挨拶で申し上げましたけど、この１年、教育現場はコロナ禍

で大変だったと思います。また教育委員の方々におかれましては、子どものためにポス

トコロナをにらんだ教育について御指導いただければと思います。 

 


